西ノ島町海藻加工施設指定管理者仕様書
　西ノ島町海藻加工施設（以下「加工施設」という。）の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書による。

１．趣旨

本仕様書は、加工施設の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的とする。

２．加工施設の管理代行に関する基本的な考え方

加工施設の管理・運営をするにあたり、次に掲げる項目に沿って行うこと。

（１）本町の水産業の振興と地域経済の活性化等を図る設置目的に基づき、管理運営を行うこと。
（２）加工施設の衛生面には十分留意し清掃を徹底すること。

（３）効率的な運営を行うこと。
（４）地元住民の雇用に努めること。

３．加工施設の概要
（１）名　　称　西ノ島町海藻加工施設
（２）所 在 地　島根県隠岐郡西ノ島町大字別府字四河453番地9
　（３）構　　造　木造
　（４）敷地面積　399.20㎡
　（５）施設概要　板ワカメ作業室、温風乾燥室、湯通し塩蔵ワカメ室、梱包室、作業室、
　　　　　　　　　ボイラー室、ポンプ室、冷凍庫、冷蔵庫、備品等
４．法令等の遵守

　　加工施設の運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令に基づいて行わなければならない。

　（１）地方自治法（昭和22年法律第67号）
　（２）西ノ島町海藻加工施設の設置及び管理に関する条例（平成29年条例第18号）及び同条例施行規則（平成29年規則第　　号）
　（３）西ノ島町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成17年条例第29号）及び同条例施行規則（平成17年規則第9号）

５．特記事項

　（１）職員の配置に関すること

　　　ア　加工施設の総括責任者を１名以上配置すること。

　　　イ　加工施設の運営に支障がないよう、人数及び勤務形態を定めること。

　　　ウ　加工施設の運営管理に必要な研修を実施すること。

　（２）指定管理者は、管理に係る業務を一括してさらに第三者に委託することはできないが清掃、警備といった個別の具体的業務を第三者に委託することは可能である。
　（３）各施設の運営、管理の業務に関し、事業報告書を作成し、毎月末から10日以内に提出すること。（月次報告）
　（４）毎年度終了後、管理の業務に関し事業報告書を作成し、提出すること。（年次報告）
６．損害賠償責任
　（１）指定管理者の責に帰すべき事由により、町又は第三者に損害を与えた場合には、指定管理者がその損害を賠償する。
　（２）施設において、事故発生時には直ちにその旨を町長に報告すること。
　（３）トラブル、苦情等については、迅速、適切かつ新設に対応処理すること。又、指定管理者や施設等への要望、苦情等については速やかに町長へ報告すること。

　　
７．加工施設及び設備の維持管理に関すること

　（１）加工施設内設備の点検業務

　　　以下に記載する設備の点検、故障時の緊急連絡
　　　ア　加工施設内の加工設備
　　　イ　車輌設備

　　　ウ　消防用設備

　　　エ　空調設備

　　　オ　電話設備

　（２）清掃業務

　　　利用者に支障が生じないよう業務を行い、常に快適な環境を利用者に提供すること。

　　　ア　本加工施設の清掃

　　　イ　駐車場及び加工施設周辺の清掃、草刈り

　　　ウ　ごみの収集、分別、運搬及び搬出処理

　（３）警備業務

　　　加工施設等について火災・盗難の予防及び不法侵入などの不法行為を防止し、加工施設等の安全確保をはかること。

　　　ア　警備業務の概要は施設の巡視及び警戒、出入口の開閉・施錠・点灯・消灯、火気の
取り締まり、緊急を要する事態の連絡等とする。

８．管理経費等について
管理運営に関する経費は、指定管理料及びその他の収入を充てるものとする。
　（１）指定管理料の考え方
　　　町は予算の範囲内において、施設の管理運営に必要な経費（原材料費）を指定管理料として指定管理者に支払うものとする。
　（２）指定管理料の決定
　　　指定管理料について、３０年度については加工施設の管理に関する事業計画及び管理に係る収支計画書を参考に、町が指定する上限額を限度に提案する。
また、３１年度以降については、前年度の収支状況により甲乙協議のうえ、予算の範囲内で定めるものとし、各年度の指定管理料は毎年締結する年度協定において明記する。
なお、指定管理料は毎年度の収支決算において精算し、余剰分を返納するものとする。
　（３）指定管理者と町の責任分担範囲

　　　責任分担の基本的な考え方は、次のとおりとする。なお、詳細は協定の締結を行う際に定めることとする。
	項　　　目
	指定管理者
	町
	備　　　考

	加工施設、設備、備品等の維持管理
	○
	
	

	加工施設の利用料金の収受及び利用の許可等
	○
	
	

	事故・火災等による施設の損傷及び被災者に対する責任
	○
	○
	第１次責任は指定管理者が有する。

	加工施設の修繕
	
	○
	30万円以上

	加工施設に対する各種保険の加入
	
	○
	建物に係る火災保険

	包括的管理責任
	
	○
	

	光熱水費の支払
	○
	
	


　（４）事業報告
　　　会計年度（４月～３月）終了後、６０日以内に事業報告を行うこと。

　（５）立ち入り検査について

　　　町は必要に応じて、加工施設、備品、各種帳簿等の立ち入り検査を行うこととする。
９．その他

　　業務を実施するにあたっては次の各項目に留意して業務を円滑に実施すること。
　（１）公の施設であることを常に念頭に置いて、公平な運営を行うこととし、特定の個人、団体等に有利あるいは不利になる運営を行わないこと。

　（２）指定管理者が加工施設の管理運営に係る各種の規定、要項等を作成する場合は町と協議すること。

　（３）指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合は町と協議し決定すること。
